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下記の企業(五十音順)には掲載協賛にご協力をいただき，ありがとうございました.

心から御礼申し上げます.

味の素製薬株式会社

アステラス製薬株式会社

エーザイ株式会社

小野薬品工業株式会社

杏林製薬株式会社

協和発酵キリン株式会社

サノフィ株式会社
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ブリストル・マイヤーズ株式会社

株式会社ヤクルト本社

あとがき

本誌の臨時増刊号として，外科学(第2)講座亀岡信悟主任教授の退任記念特別号を， 11月号と 3月号に

分け， 2巻無事に発刊することができました

総説 1編，原著 14編，症例報告 16編，その他 1編という内容になりましたが，この中から 9名の医局員

が亀岡教授を主査として学位授与に預かることができましたこれも，ひとえに亀岡教授のご指導のたまも

のです.今回初めて論文作成に取り組んだ医局員も多く，ご多忙中にもかかわらず査読していただいた，本

誌編集担当幹事長の津田達男教授をはじめとする編集担当幹事の先生方には，非常に多大な時間を割いてい

ただく結果となったことが推察されます.心より感謝いたします.また 発刊にあたり多大なご支援をいた

だいた学会室の村松一美さん，首藤真理さんに医局員一同より深謝し編集後記とさせていただきます.

本当にありがとうございました.

(亀岡信悟教授退任記念特別号編集委員一同)

-E76-



編集担当幹事:阿部光一郎 青見茂之 江川裕人O 遠藤弘良 測之上昌平 萩原誠久

林和彦 槍垣祐子 平津恭子 石田英樹 神尾孝子 糟谷英俊

木林和彦 近藤暁子 小谷透 松井英雄 野中学 大貫恭正

斎藤加代子 坂元薫O 模井裕之 津田達男。 篠崎和美 杉原茂孝

玉置淳 田中淳司 谷口敦夫 徳重克年 内田啓子 内潟安子

山口直人 (ABC)II買，。幹事長， 0副幹事長)

東京女子医科大学雑誌 85巻臨時増刊 1号

医学部外科学(第 2)講座 亀岡信悟教授退任記念特別号 2:平成 27年3月31日発行

]ournal ofTokyo Women' s Medical University Vol. 85 No. Extra 1 

Special Issue (II) in Honor of the Retirement of Professor Shingo Kameoka 

at the Department of Surgery II， Tokyo Women's Medical University: March 31， 2015 

発行者:吉岡俊正

発行所:東京女子医科大学学会

事務局:干162-8666 東京都新宿区河田町 8-1 東京女子医科大学 中央校舎3階学会室

Tel & Fax: 03-5269-7403/E-mail : gakkai.bi@twmu.ac.jp 

購読料:年会費 6，000円に含む. 1冊定価1，000円(税・送料共)

振込先:(銀行振込)東京女子医科大学学会会長吉岡俊正

三菱東京 UF]銀行東京女子医大出張所普通 3643723

(郵便振替)東京女子医科大学学会 00150-4-4342 

印刷:株式会社杏林舎 干114-0024 東京都北区西ケ原 3-46-10 Tel: 03-3910-4311/Fax: 03-3949-0230 

*本誌の内容を無断で複写・複製すると 著作権・出版権の侵害になりますのでご注意ください.



ETHI仁 ON Better surgery for a better world 
PARTOFTHE付仰叫十伽ol¥FAMILY OF COMPANI日

製造販売業者・ジョンソン・エンド・ジ、ヨンソン株式会社メディカル力ンパ二一本社〒101-0065東京都千代田区西神田3丁目5番2号

高度管理医癌機器販売名パイ7リルプラス 承認番号 22000BZX01652000 一般医睡蝿器販売名ヂーマポンドアドバンスト芝 居出番号 13日1X00204MEOOOB 高度曹理医療蝿器販涜名サージレッヲスエンシールシステム 承認番号 21BOOBZY100B7000

高度管理医揮機器販売名 PDSプラス 承認置号 22300BZX口0333000 曹理医療揖器販売名 J-VACドレナージシステム 承認番号 20200BZYOO540000 高度管理医療機器販売名工ンシール G2ティシューシーラー 承認番号 22500BZX口口547000

処方せん医薬品販売名サージセル・アプソーパプルヘモスタット醸揚富番号 14700AMY0020S000 Ii!理医曹捜器販売名エンドパストロッカーシステム 認置番号 21900BZXOOBB2000 高産管理医軍帽器販売名ハーモニツク ACE 承認番号 21800BZX10164000

高度曹理医章構器販売名プロキシメイト ILS 承認番号 21900BZX00879000 管理医瞳輯器販売名工ンドスコピツヲ J(ワドリニヤカツタ 承認番号。 22S00BZX00396000 高度管理医檀機器販売名ハモニッヲ FOCUS 承認番号:22100BZXOOB32000 

高度管理E曹構器販売名:EESジェネレ タ 意認番号 : 22500BZX00119000 管理医檀機器販売名 E白りニヤー力ッターステイプラー 認証番号 223AABZX00075000

|ETHD0021-01・201405I @商僚畳録 @J&JKK2013-2014



。~JINOMOTO@

経口腸管洗浄剤 |薬価基準収載|

モピ"a，..，J~ 配合内用剤
MOVIIPR目黒

注)注意ー医師等の処方せんにより使用すること

「効能又は効果」、「用法及び用量J、「警告・禁忌を含む使用上の注意J等

については添付文書をご参照ください。

「モビ‘プレップ」及びrMOVIPREPJは、Norgineク‘ループの登録商標です。

a製造販売
昧の素製薬株式会社
干104・0042東京都中央区入船二丁目1番1号

〔資料請求先〕

昧の素製薬株式会社くすり相談
m.0120圃 917・719 2013年6月作成

MOV.J852・0613・RD

:まだなしy.くすりを…… 山



製造販売元従タエーザイ株式会社

東京都文京区小石)114-6-10

プロトンポンプ阻害剤

FEqz，，d zii:; 
商品情報お問い合わせ先:お客様ホットライン

函 .0120-419-4979.......18時(士、日、祝日 9.......17時) くラベプラゾールナトリウム製剤>www.pariet.jp 
.効能・効果、用法・用量、禁忌を含む使用上の注意については、添付文書をご参照ください lPRT10ll M071 

イ':J-:Jド鴻j符
臨書欄搬耕輔麟輯輔嘩盟鵠睡離帯警部窓語講
処方せん医薬畠田 注)注意ー医師等の処方せんにより使用するとと

@Registered背ademark01 Merck Sharp & Dohme Co巾，
a subsidiary 01 Merck & Co.， Inc.， Whitehouse Station， N.J.， U.S.A 

-効能・効果、用法・用量、及び禁思を含む使用上の注意等、
詳細は製品添付文書をと参照ください。

ゴロイ'~:Jド需拡?用
腕語道踊醐鏡獅第問潮灘翻鵜醐麗鯖醜繊醐醐説話税制撤

処方せん医薬晶出 注)注意ー医師等の処方せんにより使用すること

@円egisteredTradema出 olMerckSha巾&DohmeCo巾
a subsidiary 01 Merck & Co.， Inc.， Whitehouse Station， N.J.， U.S.A 

-効能・効果、用法・用量、及び禁忌を含む使用上の注意等、
詳細は製品添付文書をご参照ください。

資料請求先

m f!?開眼開摂社一作成



Kyorin。
ペコタグ錠250mg

ペコタグ錠500mg
-・・.:I:ti"J佐~~・岡田悶悶翻~"~~~・聞自悶悶抑lIIl'l酒

潰蕩性大腸炎治療剤

ペコタグ)主腸19
-・・・・・・・・・・・・・・・・・・.:I:ti"~r:.坦・町罰官m

潰蕩性大腸炎・限局性腸炎治療剤

コü.〆ヲ~~プ注腸20mg
-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.:J:I::t'nNI::tI~佐冒事情需I'..lIJI'l冒

一般名:プレドニゾロンリン酸エステルナトリウム (JAN)

杏林製薬株式会社 注)注意ー医師等の処方せんにより使用す山

東京都千代田区神田駿河台四丁目6番地 ※効能・効果、用法・用量、禁思を含む使用上の注意等については添付
〈資料請求先:くすり情報センター〉 文書をご覧下さい。

サノフィは、グローバルに多角的事業を展開するヘルスケアリーダーとして

患者さんのニーズにフォーカスしています。

サノフィ株式会社
干163・1488東京都新宿区西新宿三丁目20番2号東京オペラシティタワー www.sanofi.co.jp 

~ 、，
SANOFI 



経口FXa阻害剤

ヲロマ~ヲ@D錠75

ヲロマ~ヲ@頼粒15%

効能・効果、用法・用量、使用上の注意等については、製品添付

文書をご参照くださし'0

--製造販売元)干103・8351東京都中央区日本橋IJ¥舟町10・11

壬ぞゼリア新薬工業株式会社
I A (資料請求先〕お客様相談室 n03(3661) 0277 

L時曾リワシアナ話iiii
製造販売元(資料請求先)

一般名:エドキサパントシル酸塩水和物
処方護医薬品注意ー医師等の処方筆により使用すること

※効能・効果、用法・用量および警告・禁忌を含む使用上の注意等
については製品添付文書をご参照ください。

(~第一三共株式会社
Daiichi-San% 東京都中央区日本橋本町3-5-1

2014年9月作成



企企企 発売[資料請求先]

金亀大正富山医薬品株式会社
干170・8635東京都豊島区高田3・25-1

βーラクタマーゼ阻害剤配合抗生物質製剤

!I~~静注用235
ZOSYN@湖周タがク管長地百おシリンナ川ム

注)注意ー医師等の処方せんにより使用するとと

「効能文は効果j、「用法及び用量」、「禁忌を含む使用上の注意」等

については添付文書をご参照ください。

一 開発・製造販売

ιIH治大鵬莱品工業株式会社
ミー--7東京都千代田区神田錦町ト27

開発

11里担金型鰭革委全
ZSNA42 2014.04 



.，.圃司・、 抗ヒトTI¥IFαモノクローナル抗体製剤 直面霊雪量圏

.~ 1-"ミ'7-K点滴静注用100...、・，I REMICADE@for I.v. Infusion100 (インフリキシマブ(遺伝子組換え)製剤)、--'" ~璽亘茎墨田園|処方せん医薬晶|位急医師等の処方せんにより使用すること)

※効能・効果、用法・用量、警告、禁患を含む使用上の注意等については、

添付文書をご参照ください。 ゼ多 社
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ヲヲ~l-ードhu5mg
劇禁処方せん医薬品(注意ー医師等の処方せんにより使用すること) 仁重直璽E

効能・効果、用法・用量、警告・禁忌を含む使用上の注意等については製品添付文書をご参照ください。



⑨ 
〔資料語*先〕

武田薬品工業株式会社 医薬営業本部

干103-8668東京都中央区臼本橋二丁目12番10号



人も

襲饗欝騒騒騒騒醸

11; 

|薬価基準収載|

力ココ。ド点満ifiI1132
麟鱗醸離機欝議離轍購 翻韓議m糊欄軍縮義謀議選諸鵬罷協側樹博錦織職

轍醐輯輔鱒購覇罷路笠間態鰐鰐開閉鱒輯瞳

IJh;J'::Jド閥棚L535i Jイアッフ:j主331認

麟騒騒融磯犠藤欝鱗麟鵜覇購 騒騒難轟議欝鐘盤欝鶴 難難鑑鱗磯擁護鱒輔鱗鱒醐

ゲhシタビン点滴静注用??0mg「ヤクルト」 シスフラチン点滴静注iiii「マルコ」 同制ナート点滴静注用航r~?J"~J

"ベコリu@
麟鱒鱗離麟欝離輔翻 騒騒鞠畿譲鱗欝鑓臨鋪璽墾欝墾覇鱗額騒麟翻

藤盤麟鱒鞠欝鶴灘轍議購

三JンEロコミ定8mg イマチ=.，~錠 100mgrヤクルト」
※注意-医師等の処方せんにより使用すること
・「効能・効果j、「用法-用量」、「警告-禁忌を含む使用上の注意」等

については添付文書をご参照ください。 2013年 12月作成フルタミド錠125rKNJ 

l 蹴る社ヤワ'J~ト本社 尚道品嵐広;訳出|

一載一
一収一

一準一
一基一

一価一
一薬一

アロマターゼ阻害剤/閉経後乳癌治療剤劇薬・処方せ医薬品*

アナストロツ田JI"鍵1mgfl¥11く」
アナストロゾール錠

抗腫蕩性抗生物質製剤劇薬処方せん医薬野

工ピJIJピヲ〉塩酸塩注射用;31ifNKJ
注射用工ピルビシン塩酸塩

抗腫痕性抗生物質製剤劇薬

工ピJiJピヲコ塩酸塩注射液お:;倉吉~LrNKJ
工ピルビシン塩酸塩注射液

抗悪性腫嬉剤毒薬ー処方せん医薬品キ

J(ワリヲキセJI"注花523な7mLrNKJ 
パクリタキセル製剤

*注意ー医師等の処方せんにより使用すること

日本化薬医薬晶情報センター 日本化薬医薬品情報
01 20-505-282 (フリーダイヤル http://mink.nipponkayaku.co.jp/

句、・日直化麗柵式会社
員求先・も東京都千代田区富士見一丁目 11番2号 ， 13.7作成
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3.副作用
圏内臨床試験の安全性評価対象例632例中、副作用(臨床検査値異常を含む)の発現例は
474例(75.0%)であった。主な副作用 (5.0%以上)は、LDH上昇162例(25.6%)、背部痛121例
(19.1%)、発熱91例(14.4%)、関節痛90例(14.2%)、倦怠感65例(10.3%)、ALT(GPT)上昇
61例(9.7%)、Al-P上昇61例(9.7%)、頭痛53例(8.4%)、筋肉痛51例(8.1%)、AST(GOT)上
昇45例(7.1%)、白血球増加45例(7.1%)、好中球増加41例(6.5%)、発疹37例(5.9%)、リンパ球
減少35例(5.5%)等で、あった。[承認時]

(1)重大な副作用
1)ショック、アナフィラキシー(頻度不明):ショッ夕、アナフィラキシーを起こすことがあるので、観

察を十分に行い、異常が認められた場合には、本剤の投与を中止するなどの適切な処置を
行うこと。

2)間質性肺疾患(0.5%):肺臓炎、肺障害等の間質性肺疾患が発現又は増悪することがあ
るので、観察を十分に行い、発熱、咳験、呼吸困難及び胸部X線検査異常等が認められた
場合には、副腎皮質ホルモン剤の投与等を考慮し、本剤の投与を中止するなどの適切な処
置を行うこと。

3)急性呼吸窮迫症候群(頻度不明):急性呼吸窮迫症候群が発現することがあるので、観
察を十分に行い、急速に進行する呼吸困難、低酸素血症、両側性びまん性肺浸潤影等
の胸部X線異常等が認められた場合には、呼吸管理等の実施を考慮し、本剤の投与を中
止するなどの適切な処置を行うこと。

4)芽球の増加(頻度不明):急性骨髄性白血病において、芽球の増加を促進させることが
あるので、観察を十分に行い、芽球の増加が認められた場合には、本剤の投与を中止する
などの適切な処置を行う乙と。

5)牌腫(0.3%)・牌破裂(鎮度不明):牌腫、牌破裂が発現することがあるので、血液学的検
査値の推移に留意するとともに、腹部超音波検査等により観察を十分に行い、牌臓の急激
な腫大が認められた場合には、本剤の投与を中止するなどの適切な処置を行うこと。

6)毛細血管漏出症候群(鏡度不明):毛細血管漏出症候群が発現することがあるので、観察
を十分に行い、低血圧、低アルブミン血症、浮躍、肺水腫、胸水、腹水、血液濃縮等が認めら
れた場合には、本剤の投与を中止するなどの適切な処置を行うこと。

7)Sweet症候群(頻度不明):Sweet症候群が発現することがあるので、観察を十分に行
い、異常が認められた場合には、本剤の投与を中止するなどの適切な処置を行う乙と。

8)皮膚血管炎(類度不明):皮膚血管炎が発現することがあるので、観察を十分に行い、異常が
認められた場合には、本剤の投与を中止するなどの適切な処置を行うこと。

禁忌(次の患者には投与しないこと)

1本剤の成分又は他の頼粒球コロニー形成刺激因子製剤に過敏症
の患者

2.骨髄中の芽球が十分減少していない骨髄性白血病の患者及び末
梢血液中に骨髄芽球の認められる骨髄性白血病の患者[芽球が

増加することがあるlU重要な基本的注意j、I重大な副作用jの項
参照)

がん化学療法による発熱性好中球減少症の発症抑制

i<効能・効果に関連する使用上の注意>
:1.海床試験に組み入れられた患者における発熱性好中球減少症発現のリスク等について、「臨床1

1 成績」の項の内容を熟知し、本剤の有効性及び安全性を十分理解した上で、適応患者の選択をl
i 行うこと。
i 2.本剤を使用する際には、国内外の最新のガイドライン等を参考にする乙と。

:<用法・用量に関連する使用上の注意>
;がん化学療法剤の投与開始14日前から投与終了後24時間以内に本剤を投与した場合の安全l
;性は確立していない。

.その他の詳細は製品添付文書をご参照ください。
禁忌を含む使用上の注意の改訂に十分ご注意ください。
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製造販売元

協和発酵ヰリン株式会社
東京都千代田区大手町一丁目6番1号 干100・8185

1.慎重投与(次の患者には慎重に投与すること)
(1)薬物過敏症の既往歴のある患者
(2)アレルギー素因のある患者

2.重要な基本的注意
(1)ショック、アナフィラキシ一等が起こることがあるので、このような場合には本剤の投与を中止する

などの適切な処置を行うこと。また、過敏症等の反応、を予測するために、使用に際しては十分
な問診を行うとともに、あらかじめ本剤による皮膚反応試験を行うことが望ましい。

(2)本剤投与により骨痛、背部痛等が起こることがあるので、このような場合には非麻薬性鎮痛剤を
投与するなどの適切な処置を行うこと。

(3)急性骨髄性白血病患者では本剤投与により芽球の増加を促進させることがあるので、定期的
に血液検査及ひ号骨髄検査を行い、芽球の増加が認められた場合には本剤の投与を中止するなど
の適切な処置を行うこと。

持続型G・CSF製剤

ヨーラスヲ⑮皮下注3.6mg
園..  盟国置園盟国富"，11 置冨IJ$&"I冨置置璽醤盟国

2014年11月作成
⑮登録商標

注)注意ー医師等の処方護により使用する乙と
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